
 

 

 

 

  

 

 

 

 

れいさん、結仁さん、ご卒業おめでとうござい

ます。わずかな時間でも本を開き、周囲を読書の楽しさに誘ってくれた

れいさん、見る者の目を奪う走り、滑り、プレーでみんなの憧れだった結

仁さん。とても存在感のある二人でした。一方、最上級生はあらゆる場面で先頭に立ちますか

ら、二人では大変ではないかと初めは思いました。しかし、あなたたちはいつも自然体でした。

自分らしさを生かし、無理をせず、かつ前に出る場面では堂々としていました。それはきっと、

お互いを、そして袖崎小学校のみんなを信頼していたから

だと思います。二人は、下級生と力を合わせて物事に取り

組みました。自分一人が引っ張るのではなく、みんなの気

持ちに寄り添い、みんなの力を生かすリーダーでした。だか

らみんな６年生が大好きです。  

笑顔で遊んだり教えたりしてくれた縦割り活動、苦しい

時こそリーダーはどうあるべきかを示した運動会、自在な身のこなしで颯爽と決めたダンスフ

ェスティバル、煙に泣き笑いした芋煮会…いつもかっこよく、下級生と共にいてくれた優しい先

輩でした。袖崎小学校をますます楽しい、よい学校にしてくれてありがとうご

ざいました。 

人は自分が見ようとするものを見、聞こうとすることを聞いています。ぜ

ひ「洗心」の精神で、よいこと、美しいものに心を向けましょう。心を向けた

ことがその人を創っていくからです。加えて、「自分にはよいところがある」

こと、そして「自分はいかに恵まれ大切にされているか」ということに気づい

てください。幸せはつかむものではなく、気づき、感じるものです。自分

を認める気持ち、そして周囲への感謝があってこそ、幸せは感じるこ

とができるのです。一方、悪いニュースや心配事は意識を向けなくて

も目に入り、心に浮かんできます。なぜなら、そうやって危険を避ける

ことで人間は生き延びてきたからです。いわば、命を守る本能なのです。 

新しい世界を前にした今、希望とともに不安や緊張もあることでしょう。それは、がんばろう

と思うからこそ生まれてきます。ならば、その役割を理解し、逆に味方にしてしまいましょう。不

安がわいてきたら「やる気になっている証拠だ。」と考え、緊張を感じたら、「体が応援してくれ

ているのだな。」ととらえて、一歩前に進む力に変えるのです。 

ただ、本当に困ったときは、大人に助けを求めてください。何でも一人でできる人が強いの

ではなく、助けを求める勇気を持った人が本当に強いのだと、私は思います。 

これからも曇りのない「洗心」の心で物事を見つめ、考え、行動してください。「洗心学校」 

袖崎小学校で育ったことに誇りをもち、胸を張って次のステージへ踏み出しましょう。 

 校長  髙橋  郁子 

村山市立袖崎小学校 

学校だより 
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３月１７日の修了式、改めて「洗心学校」である本校の校歌の歌詞について考えました。 

子どもたちに、この校歌には、「私達は、露の玉のように澄んだ清らかな『洗心』を規準として

美しい行いをします」という決意が込められているのではと伝えました。そのあと、私がこの１年

間で見つけた美しい行いを紹介しました。私は、「洗心」とは、子どもたちの心の中にある「きれ

いなもの」ではないかと捉えています。それは、外からは見えません。けれども、美しい行いによ

って表に現れます。美しい行いには、自分のためのものと人のためのもの

がありますが、どちらも為すことによって更に心を洗い清めてくれるは

ずです。この１年間、「洗心」の精神で頑張った子どもたちの心は、ます

ます清らかに澄んだことでしょう。 

歴代の袖崎小学校の児童がそうしてきたように、これからも、「これは

『洗心』の行いかな。」と自分に問いかけながら進む人を育てたいと考えます。一人一人の美し

い行いが袖崎小学校を「洗心学校」にするという思いで、これからも頑張っていきたいです。 

 

 

今年度の人事異動により、以下のように職員が退職・転出・転入します。 

【退職・転出職員】 

教  頭  嶌
しま

田
だ

 俊
とし

美
み

 村山市立楯岡小学校へ   （本校勤務２年） 

教  諭  池田
い け だ

小百合
さ ゆ り

 尾花沢市立福原小学校へ  （本校勤務４年） 

主  事   佐藤
さ と う

 みさ 退職            （本校勤務 1 年） 

【転入職員】 

教  頭  高
たか

橋
はし

 真樹
ま さ き

 山形市立第七小学校より 

   教  諭  平田
ひ ら た

 智
ち

鶴
づる

 尾花沢市立尾花沢小学校より 

  主  事  高橋
たかはし

 薫
かおる

  東根市立長瀞小学校より 

    

 

卒業式ご来賓からのお祝いの言葉には、袖崎小学校の子どもたちへの強

い愛情が感じられました。また、そでさき元気っ子様から、今年度も卒業式

のステージを飾る鉢花（サイネリア）をいただきました。これらを初めとして、

今年度も、保護者の皆様、地域の皆様には大変お世話になりました。一人

一人の袖崎小の子どもを地域の宝として、愛情をもって見守ってくださり、支えてくださったこ

とに改めて深く感謝申し上げます。４月からは、新しいメンバーと

なりますが、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

教職員の転出入のお知らせ 

ご理解とご協力に深く感謝いたします 

卒業生の決意 
田山結仁さん 将来の

夢はサッカー選手です。

中学校に行ったら、勉強

をもっとがんばります。 

齊藤れいさん 将来の

夢は薬剤師です。中学校

では、化学を中心に勉強

をがんばります。 

改めて「洗心学校」について考える 


